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2.1　水銀測定装置構成内容
	要求仕様
	納入予定品仕様

	（１）還元気化水銀測定装置　　　　　　　　　　　１台
（２）試薬分注器（還元気化装置内蔵でも可）　　　１台
（３）オートサンプラ　　 　　　　　　　　　　　 １台
（４）制御用パソコン　　　　　　　　　　　　　　１式
（５）制御・解析用ソフト　　　　　　　　　　　　１式
	



2.2　仕様
	要求仕様
	納入予定品仕様

	（１）水銀検出部
・測定原理　 :非分散ダブルビーム冷原子吸光法
・測定方式　：還元気化法
・波長　　　：253.7nm
・検出限界　：5 ng/L以下
・測定範囲　：0.005～50 μg/L以上
・除湿方式　：電子冷却方式
・除湿廃液　：チューブポンプ自動排液
・電源　　  ：AC100V　50/60Hz
	

	（２）試薬分注器
水銀測定に必要な反応液（塩化ヒドロキシルアンモニウム溶液、硫酸、塩化すず（Ⅱ）溶液）を0.1mL単位で分注できること。
	

	（３）オートサンプラ部
・液体試料に対応していること。
・試料容器　  ：ガラス製　5mL
・試料数　　  ：50本以上
・撹拌方法　  ：バブリング撹拌
・電源　　　  ：AC100V、50Hz/60Hz
・カバー　　　：試料ステージを覆う半透明カバーを有すること。
・排気機構　　：ファンによりダクトへ排気する機構を有すること。
	

	（４）制御用パソコン
・OS：Windows11 Pro 以上
・記憶装置：SSD又はHDDで256GB以上。
・モニタ：15.6インチ程度
・プリンタ：A4カラー対応で本体から印刷できるように設定すること。
・入力機器：キーボート及びマウス
・その他：CPU及びRAMは解析用ソフトウェアの快適な動作のために推奨されるスペック以上を搭載すること。
	

	（５）制御・解析用ソフト
・上記パソコンで操作可能なこと。
・ソフトウェアの使用言語は日本語であること。
・分析、解析結果等をCSV及びPDFへ出力できること。
・ソフトウェアは還元気化装置、オートサンプラの制御及びデータ解析を行うことができること。
・水銀の測定条件が入っていること。
・表示画面にピーク波形、検量線グラフ、測定経過、測定結果が表示できること。
・検量線図・式、測定値表､統計計算、ピーク波形がプリントアウトできること。
	

	（６）その他
・装置一式が1500×750×950mmのスペースに設置できること。
・水銀除去用活性炭フィルターが付いていること。
・１年間装置の正常な稼働に必要な消耗品・交換部品類を付属すること。なお交換周期が3ヶ月以下のものについては、１年間分とする。
・オートサンプラ用ガラス製試料容器 5mL 100本を付属すること。
・試薬チューブ・反応チューブ一式を付属すること。
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